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2021年3月 22日 

日本ユニシス 
「100選プライム」および「準なでしこ銘柄」に同時選定 
～ 女性活躍推進をはじめとする多様な人財の活躍が評価 ～ 

日本ユニシスは本日、経済産業省主催の多様な人材の能力を生かして中長期的な価値創造につなげて
いる企業を表彰する「100選プライム（注1）」、および女性活躍推進に優れた上場企業として経済産業
省が東京証券取引所と共同で主催する「なでしこ銘柄（注2）」において「準なでしこ」に選定されまし
た。 

【評価のポイント】 
日本ユニシスは、中期経営計画「Foresight in sight 2020」において、自らの存在意義を「顧客・パ
ートナーと共に社会を豊かにする価値を提供し、社会課題を解決する企業」と再定義し、多種多様な
企業と「ビジネスエコシステム」を形成し課題解決に直結する先進的なサービスを提供できるよう取
り組んでいます。ビジネスエコシステムの創出においてダイバーシティは不可欠との考えから、経営
戦略を支える重要な柱の１つとしてダイバーシティ推進を位置づけています。性別や年齢などの属性
を越え、多様性のあるイノベーティブな風土を醸成するため、創造性や革新性を持つ組織への風土改
革や、多様な視点を取り入れるための組織改革、さらに個人の創造性・革新性を生かすための育成プ
ログラムなど、さまざまな観点の取り組みを継続しています。 
今回、以下の点が評価され、「100選プライム」選定および「準なでしこ」3年連続選定となりまし
た。 

 新規事業創出プログラムや、多様なステークホルダーとのコラボレーションで生まれたビジネス
が拡大し、「注力領域」（社会課題の解決が期待され、ビジネスエコシステムやDX関連ビジネ
ス等、成長が見込めるビジネス領域）における増益に寄与。

 自主参加型プログラムへの参加者数や、イノベーションを意識している社員の割合、個を活かし
たチーム運営を実感する社員の割合が増加し、エンゲージメントスコアは右肩上がりに上昇。

 マテリアリティ（サステナビリティ重要課題）の一つである「ダイバーシティの推進」において、
「女性管理職比率 10%以上（2020年度末）」の目標達成を 2020年 7月に前倒しで達成。女
性社員の人財パイプラインの形成を目指し、階層別に研修・OJT等の育成プログラムを実施。そ
の結果、女性社員の意識変革も進展。

 今後は「社会課題を解決する企業」として、「ジェンダー平等」という SDGsにも取り組む。2020
年４月に国際的イニシアティブである「女性のエンパワーメント原則」（WEPs）に署名、2020
年 9月に「日経ウーマンエンパワーメントコンソーシアム」に業界初参画など、業種業態を越え
たステークホルダーとの連携や社会への発信を強化。
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【今後のダイバーシティ経営】 
日本ユニシスグループの風土改革では、Diversity Foresight（ダイバーシティ推進）、Human 
Resource Foresight（戦略的人事改革）、Workstyle Foresight（組織・人財・働き方改革）、
Management Foresight（業務プロセス・制度改革）の４つを中心に推進してきました。 
女性の活躍をはじめ多様性を尊重する風土が浸透してきたことで、自律的に行動する社員が増え、新
規事業創出に向けた活動や職種・組織を越えた取り組みも活発に行われています。今後は、「個人」
の中の多様性＝イントラパーソナル・ダイバーシティをさらに高めるため、一人一人が複数の役割＝
ROLESを持ち、それを可視化し、生かす取り組みを進めていきます。 
今後も日本ユニシスグループは、多様なステークホルダーとともに社会課題の解決を通じ、ワクワク
する未来の創出に取り組んでいきます。 

                                   以 上 
 
■注 1：100選プライム 
経済産業省では、2012年度より、ダイバーシティ経営に取り組む企業のすそ野拡大を目的に、多様
な人材の能力を活かし、価値創造につなげている企業を表彰する「ダイバーシティ経営企業 100選」
（経済産業大臣表彰）を実施しています。 
2017年度からは、2017年 3月に取りまとめられた「ダイバーシティ 2.0行動ガイドライン」をも
とに、より中長期的に企業価値を生み出し続ける取組としてステップアップするべく、「ダイバーシ
ティ 2.0」に取り組む企業を「100選プライム」として選定しています。 
https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/diversity/kigyo100sen/ 
 
■注 2：なでしこ銘柄 
経済産業省は、東京証券取引所と共同で、2012年度より女性活躍推進に優れた上場企業を「なでし
こ銘柄」として選定し、発表しています。 
なでしこ銘柄は、「女性活躍推進」に優れた上場企業を「中長期の企業価値向上」を重視する投資家に
とって魅力ある銘柄として紹介することを通じて、企業への投資を促進し、各社の取組を加速化して
いくことを狙いとしています。 
・なでしこ銘柄 
一定のスクリーニング要件を通過した企業について、女性活躍度調査のスコアリング結果に財務指
標（ROE）による加点を経て、27業種ごとに「なでしこ銘柄」を選定します。 

・準なでしこ 
「なでしこ銘柄」の次点企業を業種枠に関係なく「準なでしこ」として選定します。 

・なでしこチャレンジ企業 
女性活躍度調査に回答し、公表を希望した企業について、女性活躍推進に関する取組・開示状況を
一覧化し、「なでしこチャレンジ企業」として PRします。 
https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/diversity/nadeshiko.html 

 
■関連リンク： 
・日本ユニシスグループ サステナビリティ https://unisys.disclosure.site/ja 
 
※ Workstyle Foresight、Diversity Foresight、Management Foresightは、日本ユニシス株式会
社の登録商標です。 

※ その他記載の会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。 
※ 掲載のニュースリリース情報は、発表日現在のものです。その後予告なしに変更される場合があ
りますので、あらかじめご了承ください。 

 
 
＜本ニュースリリースに関するお問い合わせ＞ 
https://www.unisys.co.jp/newsrelease_contact/ 
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